
絵
は
「

住
み

よ
い

環
境
を

つ
く
る

」
市

内
小
・
中

学
校
児

童
・
生

徒
作
品
 

の
う
ち
、

特
別
賞
を

受
け
た

五
一
中

二
年
生

の
原
田

剛
君

の
作
品
で

す
。
 

① 	青森県五所川原市岩木町12 
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のミ・Iより叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

引2号 

昭和57年 2 月1日 

印刷（株）佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 787人 
	

世 帯 数 	14,652 

	

53, 269人 
	

女 27, 482人 
	

（昭和57年1月1日現在）住民基本台帳から 



(512号） ② 広報ごしょがわら 昭和57年（1982年） 2月1日 

⑩
入
づ
ぐ
り
⑩
 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
原
子
が
完
成
 

昭
和
五
十
七
年
度

に
市
が
発
注
す
る
工

事
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
建
設
業
者

は
次
の
要
領
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
問
 

二
月
一
H
か
ら
一
一

月
二
十
七
日
ま
で
。
 

ロ
提
出
書
類
 

①
建
設
工
事
人
札

参
加
資
格
審
査
申
請

書

（建
設
省
統
一
様
 

式
）
②
建
設
業
許
可
証

明
書
、
③
主
要
取
引
金

融
機
関
名
、
④
納
税
証

明
書
、
（
国
税
、
県
税
、
 

市
税
）
⑤
印
鑑
証
明
書

⑥
建
設
業

退
職
金
共
済

組
合
加
入
証
明
書
、
⑦

技
術
者
名
簿
、
⑧
建
設

機
械
器
具
名
及
び
数
量

ロ
提
出
先
 

市
建
設
課
庶
務
係
、
 

一
（
廿
⑩
二

一
二
番

・

内
線
二

二
八
番
）
 

指名競争入札業者を受付 

市
で
は
、
五
十
七
年
度

に
使
用
す
る
物
品
の
調
達

業
者
の
登
録
更
新
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病

院
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
、
 

で
 ロ

受
付
場
所
 
市
財
政

課
（
本
庁
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業
者
登

録
申
請
書
、
納
税
証
明
書

営
業
証
明
書
各
一
部

（
登
 

納
入
業
者
の
登
録
を
受
付
け
 

市
の
施
設
へ
の
物
品
納
人
 

を
希
望
さ
れ
る
業
者

は
、
 

登
録
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

ロ
受
付
期
問
 

二
月
 

目
か
ら
二
月
二
十
七
日
ま
 

録
申
請
用
紙
は
財
政
課
に

あ
り
ま
す
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政

課
（
廿
⑩
二
，

一
！
番

・

内
線
三
一
六
番

）
へ
お
問

い
八ロ
わ
せ
ド
さ
い
。
 

“よ
り
キ
メ
細
か
な
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
活
動
を
〈
 

昨
年
十
月
か

ら
総
工
費
二
千

二
百
九
万
円
を
か
け
、
市
内
原
 
 

子
に
建
設
し
て
い
た
 
「コ
ミ
ユ

ラ
ァ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
」
が
完
成

し
、
 一
月
十
八
日
、
同

ハ
ウ
ス

に
高
橋
助
役
を
は
じ
め
工
事
関
 

I
I、
 

係
者
、
来
賓
、
地
元
住
民
な
ど

約
百
人
が
出
席
し
て
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
 
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
原
子
」
 
（
原
子字
山
元

四
ニ
ー
七
）
は
、
二
千
六
百
十

四
・
七
平
方
1
1の
敷
地
に
建
築
 

面
積
二
百
八

‘
九
八
平
方

H
の

木
造
平
屋
建
て
で
、
六
十
五
畳
 

敷
き
の
大
広
間
、
八
畳
敷
き
の

小
会
議
室
二
間
、
調
理
室
な
ど

備
え
た
“
ミ
ニ
語
ら
い
の
場
）
 

で
す
。
 

二
等
陸
 

ロ
募
集
人
員
 
陸
・

海

・
空
約
二
万
一
千
人

ロ
資
格
 
十
八
歳
以

上
二
十
五
歳
未
満
者
 

ロ
受
付
期
間
 
常
時

ロ
試
験
期
日
 
受
付

時
に
指
定
し
ま
す
。
（
五

十
七
年
三
月
高
卒
予
定

者
は
十
月
一
日
以
降
）
 

ロ
合
格
発
表
 
試
験

後
お
お
む
ね
ー
カ
月

ロ
入

（校
）
隊
 
採
 

落
成
式
で
は
高
橋
助
役
が
、
 

「
新
し
い
地
域
、
人
づ
く
り
の
た

め
に
触
れ
合
い
の
場
、
実
践
の

場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
、
斎
藤
ハ
ウ
ス

建
設
推
進
委
員
会
会
長
が
、
「
地

域
発
展
の
た
め
に
大
い
に
活
用

し
て
ほ
し

い
」
 
と
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
 

席
上
、

ハ
ウ
ス
建
設
の
土
地

を
提
供
さ
れ
た
宮
崎
哲
三
さ
ん

ら
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

ハ
ウ

ス
の
完
成
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

海
・
空

士
 

用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 

給
与
月
額
九
万
六
千
円

陸
上
は
二
年
（
技
術
三
年
）
、
 

海
上
・
航
空
は
三
年
を

一
任
期

と
し
て
任
用
さ
れ
、
曹
・
幹
部

へ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
先
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五

所
川
原
募
集
事
務
所
（
廿
⑩
一

三
〇
五
番
）
 

ニ語らいの場とコミュニティハウス原子 

自衛官募集案内 
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混胴11原露まつり 

③ (512号） 

2 月20日（土）午後I時30分～ 3 時 

ロところ 市中央公民館 

口講 師 清水満江氏（足心道、健康法指導員） 

ロ演 題 「家庭の健康法」 

ロ受講料 無 料 

※隣り近所お誘い合ってご聴講下さい。 

「市民講座」を開催 

よ
（」
 

叱
 

第
2
4回
市

民
ス
キ

ー
大
会
 

ロ
と
 
き
 
二
月
十

一
日

（
木
一
 

ロ
と
こ
ろ
 
神
山
ス
キ
ー
場
 

ロ
種
 
目
 
大
回
転
競
技
、
回
転
競
技
（
林
杯
）
、み
か
ん
 

拾

い
他
 

ロ
詳
 
細
 
西
北
ス
ポ
ー
ッ
大
会
事
務
局

（
e
⑩
七
八
四
 

五
番
 

ロ
ニ
月
＋
一
日

（
祭
日
）
 
ム

云
 

〇
歌
謡

・
津
軽
民
謡
・
津
軽
 

〇
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 
所

得
税
の
確
定

民
謡
手
踊
コ
ン

ク
ー
ル
 

午
後
一
時
ー
市
庁

舎
前
お
 

・
日ー
ヒ
コ
片
凡

月
・
、
一
へ

午
前
九
時
三

十
分
ー
市
民
 
祭

り
広
場
 

文
化
会
館
 
参

加
資
格
ー
市
内
の
子
供
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

参
加
資
格
ー
西
北
五
在
住
 
会
 

和
五
十
六
年
分
所
得
税
の
確
定

者
 
〇
タ

コ
あ
げ
大
会
 

申
告
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
 

口
ニ
月
＋
四
日

（日
）
 

午
後
一
時
ー
北
斗
グ

ラ
ウ
 

き
ま
す
。
 

o
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

ン
ド
 

ロ
と
き
 
一
一月
八
日
（
月
）
 

午
後
一
時
ー
市
庁
舎
前
お
 

参
加
資
格
ー
西
北

五
在
住
 
午

後
一
時
 

祭
り
広
場
 

者
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

参
加
資
格
ー
市
内
の
子
供
 

①
小
学
校
の
部
（回
）
中
学の
 

ロ
対
象
者
 
管
内
青
色
申
告
 

昨
年
の
雪
上
力
ル
タ
大

会
風
景
 

部
Q
局
校
 
者

以
外
の
商
工
業
者
 

β
一
般
の
 

所
得

税
の
確
定

申

コ
期
ー
間
 
中
 
告
納

税
相
談
 

〇
雪
像
コ
ン
 

五
所
川
原
税
務
署
で
は
、
昭

ク
ー
ル
廿
 

和
五
十
六
年
分
の
所
得
税
の
確

市
内
一
円
 

定
申
告
納
税
相
談
を
次
の
日
程

題
材
、
大
 
で

行
い
ま
す
。
 

き
さ
は
自
 

ロ
と
き
 
三
月
一
日
（
月
）
、
 

由
 

十
五
日

（月
）
午
前
九
時
 

〇
氷
の
彫
刻
 
ロ
と

こ
ろ
 
五
所
川
原
税
務

廿
市
庁
舎
 

署
 

淳
祭
り
 

交
通
事
故
巡
回

相
談
所
 

広
場
 

一
二、
ユ1
1
、
ユI
l
一i
F
 

主
催
 
五
 

一
一月
は
次
の
日
程
で
開
設
し

所
川
原
市
 

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

観
光
協
会
 

ロ
と
き
 
二
月
十
日
（
水
）
、
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 

二
十
四
日
（
水
）
 

商
工
観
光
課
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
 

（
廿
O
一
七
 

で
 

三
⑩
ニ
一

一
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

一
）
 

別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

五
所
川
原
市

・
市
民
相
談
室
 



年
金
め
は
ド
レ
 

その7 ⑧ 

(
7
）
寡
婦
年
金
 

老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
る

条
件
を
満
た
し

て
い
る
夫
が

死
亡
し
た
場
合
、

妻
に
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

＠
受
け
ら
れ

る
要
件
 

①
夫
が
老
齢
年
金
を
受
け
る

資
格
馴
あ
っ
て
、
老
齢
年
金

や
障
害
年
金
を

受
け
て
い
な

い
こ
と
。
 

②
死
亡
し
た
夫
と
十
年
以
上

つ
れ
そ
っ
た
妻
で
あ
る
こ
と
。
 

＠
年
金
額
 

夫
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
老
齢
年
金
の
額
の
二
分

の
 
 

一
 
。
 

(8
）
死
亡
一
時
金
 

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
 

て
い
た
人
が
年
金
を
受
け
な
 

い
で
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
 

人
と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い

た
遺
族
に
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
が
三
年
以
上
二
十
年

未
満
の
場
合
は
、
二
万
三
千

円
の
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

⑨
受
け
ら
れ
る
遺
族
の
範

囲
 死

亡
一
時
金
を
受
け
る
一
」
 

て
い
る
人
は
、
四
千
八
百
円
を

加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
に
行
う
所

得
税
の
確
定
申
告
の
際
に
は
、
 

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
青
年
部

五
所
川
原
分
会
（
旭
町
）
、村
上

純
一
 
（
田
町）
、青
友
会
会
長
寺

田
一
 
（石
岡
）
、松
本
昌
三

（
南
 
 

と
が
で
き
る
遺
族
は
、
次
の

と
お
り
で
、
受
け
ら
れ
る
順

序
も
こ
の
と
お
り
で
す
。
 

①
配
偶
者
 
②
子
 
③
父
母

④
孫
 
⑤
祖
父
母
 
⑥
兄
弟

姉
妹
 

＠
未
支
給
の
年
金
 

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や

受
け
る
権
利
の
あ
っ
た
人
が
 

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
た
年

金
を
受
け
と
ら
な
い
で
亡
く

な
っ
た
場
合
、
そ
の
分
を
遺

族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（未
支

給
年
金
と
呼
ん
で

い
ま
す
）
 

遺
族
は
、
死
亡

一
時
金
の

場
合
と
同
じ
で
す
。
 

＠
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
 

昭
和
五
十
六
年
 

中
に
納
め
た
国
 

民
年
金
保
険
料
 

の
す
べ
て
が
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
忘

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
市
県
民
税
の
申
告
も
同

様
で
す
。
 

小
五
年

一
組
）
、中
三
デ
パ
ー
ト

鞠
（
本
町
）
、新
宿

・
田
中
和
子
 

（
本
町
）
、毘
沙
門
婦
人
会
福
間

貞
（
毘
沙
門
）
、長
尾
実
（
元
町
）
、
 
 

昭
和
四
十
八
年
か
ら
全
国
消

費
者
物
価
指
数
が
五
％
を
超

え
て
変
動
し
た
と
き
は
、
変

動
し
た
率
を
基
準
と
し
て
、
 

自
動
的
に
改
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
こ
の
と
こ
ろ
数
年
五
％

以
下
で
も
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

を
し
て
お
り
、
年
金
が
目
減

り
す
る
心
配
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
 

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
た
財
政
再

計
算
を

一
年
繰
り
上
げ
て
五

十
五
年
度
に
実
施
し
、
今
回

五
十
六
年
度
は
、
七

・
八
％

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
行
い
、
 

ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
ま
し
た
。
 

青
森
銀
行
頭
取
渡
辺
泰
助
、
坂

本
甚
作

（
姥
池
）
、岩
木
町
わ
か

さ
会

（
寺
町
）
、敷
島
町
婦
人
部

代
表
小
野
れ
い

（
敷
島
町
）
、都

市
計
画
課
職
員
一
同
（
市
役
所
）
、
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
五
所
川
原
青
年
会
議
所

五
所
川
原
更
生
保
護
婦
人
会
、
 

五
所
川
原
歌
謡
ク

ラ
ブ
代
表
小

田
桐
則
勝
（
平
和
町
）
、川
村

一

功
（
錦
町
）
、大
坂
京
（
ー
ッ
谷
）
、
 

敷
島
町
青
年
部
 

（
敬
称略
）
 

丸
大
食
品
が
福
祉
事

業
に
と
3
0万
円
寄
付
 

丸
大
食
品
卿
会
社
で
は

一
月

二
十
日
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
三
十
万
円
を

市
に
寄
付
、
東
北
第
二
営
業
部

部
長
の
溝
口
幸
夫
氏
が
高
橋
助

役
に
託
し
ま
し
た
。
 

昨
年
十
二
月
に
亡
く
な
っ
た

社
長
の
遺
志
で
、
利
益
を
地
域

社
会
に
還
元
し
た
い
と
の
意
向

か
ら
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
そ
っ
く
り
善
意
銀

行
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

敷
島
町
青
年
部
で
も

五
万
七
百
二
十
七
円
 

敷
島
町
青
年
部
（
神
勇
一
郎
 
 

長
、
部
員
三
十
二
人
）
は
一
月

八
日
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
下
さ
い
と
五
万
七
百
二
十

七
円
を
市
に
寄
付
、
寺
田
市
長

に
託
し
ま
し
た
。
 

部
員
た
ち
が
百
二
十
キ
ロ
の
ジ

ャ
ン
ボ
鏡
モ
チ
を
神
明
宮
に
奉

納
、
町
内
に
護
符
と
し
て
配
っ

た
際
、
募
金
を
呼
び
か
け
た
も

の
で
す
。
 

交
通
安
全
運
動
に
役

立

て
て

と
四
万

円
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（小

田
桐
則
勝
会
長
、
会
員
二
十
八

人
）
は
一
月
七
日
、
交
通
安
全

運
動
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
四

万
円
を
交
通
安
全
協
会
へ
寄
付
、
 

ま
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る

み
園
」
の
お
年
寄
り
た
ち
へ
一
一

万
五
千
円
相
当
の
お
菓
子
を
贈

り
ま
し
た
。
 

一
月
五
日
、
市
民
文
化
会
館

で
開
い
た
第
三
回
青
森
県
チ
ャ

リ
テ
ィ
歌
謡
選
手
権
大
会
で
の

益
金
か
ら
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
支
払

っ
た
人
は
、
自
分
の
保
険
料
は

も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
分
も
「
社

会
保
険
料
控
除
」
 
の扱
い
を
受

け
、
全
額
が
前
年
の
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
て
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
 

昭
和
五
十
六
年

一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
定
額
保
険
料
は
、
 

五
万
一
千
八
百
十
円
で
す
。
 

ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
め
 

拠
出
制
の
年
金
と
受
け
ら
れ
る
要
件
 

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
 

鷺

眉

園
湖
開

園
慧
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曹交通災害共済に加入しましょう．ノ陰 ●
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広報こしょが“わら 	 昭和57年（1982年） 2 月I日 ⑤ (512号） 

〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 	亡 	し 	た 	場 	合 1 800,000円 

実治療日数 

180 日以上 

で 

入院 180日

以上を含む 
2 150,000円 

入院 90日

以上 180日

未満を含む 

3 130,000円 

入院90日未満

又は入院なき

ものを含む 

4 110,000円 

実治療日数 

90日以上 

180日未満で 

入院 90日

以上を含む 
5 80,000円 

入院90日未満

又は入院なき

ものを含む 

6 60,000円 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実治療日数10日未満 10 15,000円 

現
在
  

し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

加
入
さ
 

二
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
し

れ
て
い
 
て
い

ま
す
。
 

る
方
は
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

三
月
三
 
も
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ

十
一
日
 
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。
 

で
共
済
  

〇
共
済
会
費
及
び
期
間
 

期
間
が
 

年
額
三
百
五
十
円
。
（
共
済
期

満
期
に
  

間
の
途
中
で
加
入
す
る
場
合
も

な
り
ま
 
同
額
で

す
）
 

す
の
で
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月
一

早
め
に
 
日
か

ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
で

市
社
会
  

す
。
 

（途
中
で
加
入
さ
れ
る
方

課
、

ま
 
は
、

加
入
の
日
か
ら
三
月
三
十

た
は
市
 
一
日

ま
で
と
な
り
ま
す
）
 

役
所
支
  

〇
そ
の
外
の
利
点
 

所

へ
申
 
①
ど

ん
な
小
さ
な
交
通
事
故
 

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

②
見
舞
金

の
請
求
は
、
事
故

の
起
き
た
日
か
ら

一
年
間
有
効

で
す
。
 

③
職
場
、
町
内
会
、
グ
ル

ー
 

プ
な
ど
、
二
十
人
以
上
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
り

扱
い
を
し
ま
す
。
 

（
小
、中
学
校
の
児
童
・
生

徒
は
、
学
校
単
位
で
取
り
扱
い

し
て
い
ま
す
）
 

障
害
者

の
た
め
に

役

立
て
て
と
六
万
余
円
 

中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

五
所
川
原
中
央

ロ
ー
タ
リ

ー
 
 

▽
申
請
期
間
 

一
月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
 

ま
で
 

人
口
の
増
加
及
び
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
、
ご
み
の
量

は
年
々
増
加
し
、
そ
の
質
も
多

様
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り

ま
す
。
 

こ
れ
ら
処
理
に
つ
い
て
は
、
 

収
集
処
理
体
制
と
膨
大
な
経
費

を
要
し
地
方
自
治
体
の
共
通

の

悩
み
で
あ
り
ま
す
。
 

環
境
問
題
の
う
ち
と
く
に
廃

棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
幾
多

の
問
題
が
ご
ぎ
い
ま
す
の
で
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
起
し
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
る
た
め
に
、
 

『広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
』
で
昨

年
十
二
月
一
日
発
行
号
か
ら
『
 

ご
み
を
考
え
よ
う
』
を
シ
リ

ー
 

ズ
版
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
 
 

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
で
交
付
し
て
い
 

ま
す
。
 

ま
ず
『
ご
み
の
現
況
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
、
廃
棄
物
の
処
理
責
任
』
、
 

こ
の
処
理
に
要
し
た
『

一
般
廃

棄
物
処
理
の
経
費
』
、
 

 
さ
」ら
に

『不
法
投
棄
の
禁
止
』
に
関
す

る
関
連
法
律
の
抜
す
い
、
 
『、
ン

リ
ー
ズ
4
』
で
は
こ
れ
ま
で
を

総
括
し
て
見
や
す
い
よ
う
に
表

に
し
連
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
広
報
活
動
と
併
せ
て

市
内
五
＋
町
内
会
か
ら
推
せ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
『
環
境
保
全

指
導
員
」
百
五
人
の
皆
さ
ん
と

市
内
五
十
四
町
内
会
長
さ
ん
に

お
願
い
し
、
合
同
で
九
月
三
日

か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
と
、
 

十
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
七
日
 
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整
備

（補
修
、
新
設
、
 

改
良
、
橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費
十
万
円
以
下
の
小

災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

▽
補
助
対
象
者
 
二
人
以
上
の

共
同
施
工
、
土
改
区
、農
協
等
。
 

ま
で
の
二
回
に
分
け
、
さ
ら
に

六
班
を
編
成
し
市
内
四
十
ニ
カ

所
の
ご
み
収
積
場
所
に
て
 
コ
」
 

み
排
出
の
状
況
』
を
実
際
に
見

て
い
た
だ
き
、
現
場
指
導
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
体
験
を
踏
ま
え
て
十
一
一

月
九
日
、
市
民
文
化
会
館
で
『
 

町
内
会
連
合
会
』
 
『環
境
保
全

指
導
員
』
 
『市
役
所
』
と
の
合

同
懇
談
会
を
開
き
、
 
『住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
』
の
た
め
、
「市

民
一
人
一
人
の
責
務
に

つ
い
て

の
浸
透
』
 
『ご
み
排
出
時
間
の

厳
守
』
、
『ご
み
の
分
別
』
 
『町

内
の
清
掃
』
 
『町
内
会
未
加
入

者
対
策
』
 
『料
飲
店
の
排
出
時

間
と
分
別
』
 
『事
業
系
家
庭
の

多
量
の
廃
棄
物
、
廃
品
利
用
』
 

と
、
当
面
し
て
い
る
ご
み
問
題

に
つ
い
て
、
広
範
囲
に
わ
た
り

話
し

合
っ

て
い
た
だ
き

ま
し

た
。
 

ク
ラ
ブ

（川
崎
亮
一
代
表
）
と
 
立
て
て
下
さ
い

と
、
合
わ
せ
て

五
所
川
原
青
年
会
議
所
開
発
委
 
六
万
余

円
を
市
福
祉
事
務
所
に

員
会

（宮
崎
清
市
代
表
）
は
昨
 

寄
付
し
ま
し
た
。
 

年
十
二
月
末
、
国
際
障
害
者
年
 
奉

仕
活
動
で
得
た
益
金
を
贈

に
あ
た
り
障
害
者
の
た
め
に
役
 
っ

た
も
の
で
す
。
 

5
7年
度
耕
地
事
業

の
申
請
を
 



五
高
定
時

制
の
生
徒
募
集
 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 

ます。該当する赤ちゃんには、受診させるように 

して下さい。 

ロ受 付 時間 午後 0 時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

ロ
年
 
齢
 
間
い

ま
せ
ん
 

ロ
入
学
願
書
受
付
 

一
一月
十
二
日
（
金

）
か
ら
一
一
 

月
十
九
日
（
金
）

ま
で
 

o
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
 

ま
で
（
土
曜
日
及
び
最
終
 

日
は
正
午
ま
で
）
 

ロ
学
力
検
査
及
び
面
接
 

三
月
十
二
日
（
金

）
午
前
八
 

時
三
十
分
か
ら
 

ロ
合
糞
九
表
 

三
月
十
七
日
（
水
）
午
前
九
時
 

口
教
科
書
 

無
償
配
布
さ
れ
ま
す
 

ロ
修
学
奨
励
金
 

月
額
七
、
〇
〇
〇
円
が
貸
与
 

さ
れ
、
卒
業
す
る
と
返
還
は
 
 

免
除
と
な
り
ま
す
。
授
業
料

そ
の
他
の
納
付
金
月
額
三
、
 

六
〇
〇
円
。
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
高
校

定
時
制
（
廿
⑩
三
〇
七
三
番
）
 

ま
で
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

渋
谷
区
職
員
募
集
 

当
区
に
は
、
神
奈
川
県
箱
根

町
に
区
民
保
養
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
働
く
方
を
募
集
 

各
種
の
申
請
書
に
添
付
す
る

た
め
の
「
納
税
証
明
書
」
 
の
請

求
が
、
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

ロ
身
 

分
 
正
規
の
区
職
員
 

と
な
り
ま
す
。
 

ロ
療
 

単
身
者
用
で

一
 

室
一
人
専
用

ロ
募
集
人
員
  
男
女
若
干
名

口
受
付
期
間
  
二
月
末
日
ま
で
 

歴
送
 

詳
細
は
、
左
記
に
お
問
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

〒
一
五
一
 
渋
谷
区
字
田
川
町

一
 
ー
一
 

渋
谷
区
役
所

・
人
事
係
 

。
〇
三
ー
四
六
三
ー
一
二
一

一
 

か
け
て
集
中
し
て
お
り
ま
す
が

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
申
告

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
時
期

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

署
内
は
大
変
混
み
合
い
、
ま
た

事
務
が
ふ
く
そ
う
し
て
証
明
書

の
交
付
が
遅
れ
る
な
ど
、
ご
不
 

N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教

育
の
生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

〇
高
等
学
校
 
普
通
科
コ
ー

ス
 

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て

働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資

格
を
と
り
た
い
方
に
 

入
学
資
格
 
中
学
校
卒
業

・

卒
業
見
込
み
又

は
同
等
以
上
の

学
力
の
あ
る
方
 

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
も
な
 

り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
限
り
、
 

二
月
中
旬
ま
で
、
ま
た
は
四
月
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し
て
お

産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
五

所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
 

病
気
ゃ
ケ
ガ
を
治
療
す
る

と
き
の
輸
血
の
役
割
は
、
医

療
技
術
の
著
し
い
進
歩
に
伴

い
年
々
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
今
後
ま
す
ま

す
多
量
の
良
質
な
血
液
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
血
液
は
科
学
の

進
歩
し
た
現
在
で
も
、
人
工

的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
輪
血
を
必
要
と
す

る
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
 

教
養
を
身
に

つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
 
十
五
歳
以
上
の
 

方
な
ら
ど
な
た
 

で
も
 

受
付
期
間
 
三
月
一
日
ー
四
 
 

以
降
に
請
求
さ
れ
る
よ
う
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署

）
 

で
「
母
親
学
級
」
を
開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
時
間
及
び
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
 

び
と
の
生
命
を
救
う
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
健
康
な
人

び
と
の
善
意
の
献
血
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

皆
さ
ん
か
ら
献
血
い
た
だ
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

い
た
貴
重
な
血
液
は
、
赤
血

球
、
血
小
板
、
血
葉
等
の
成

分
製
剤
に
分
離
し
て
、
 一
本

の
献
血
が
何
人
も
の
患
者
に

使
用
で
き
る
よ
う
に
有
効
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

教
養
を
身
に

つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
 
ど
な
た
で
も
 

受
付
期
間
 
二
月
一
日
ー
五
 

月
二
十
日
 

＠
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
 

分
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
 

口
日
程
と
テ
ー
マ
 

▽
二
月
十
日
（
水
）
 
「
妊

娠
の
よ
ろ
こ
び
」
 
▽
二月
二
十

四
日
（
水
）
 

「妊
娠
中
の
生

活
」
 Y
ニ
月
十
日

（
水
）
 
「出

産
」
 
▽
三月
二
十
四
日

（
水
）
 

「赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
」
 

例
年
、
冬
季
間
に
は
献
血

者
の
減
少
に

よ
り
、
血
液
が

不
足
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
献
血

へ
の
ご

協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

献
血
は
、
血
液
セ
ン
タ

ー
 

や
移
動
採
血
車
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

血
液
セ
ン
タ
ー
、
各
市
町
村

お
よ
び
保
健
所

へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

（
県医
務
薬
務
課
）
 

方
は
、
お
近
く
の
N
H
K
ま

た
は
、
左
記
ま
で
ハ
ガ
キ

に
高
等
学
校
（
普
通
科
コ
ー
 

ス
）
・
高等
学
校

（
教
養
コ

ー
 

ス
）
‘
社
会
通信
講
座
別
を
記

入
の
う
え
、
ご
請
求
下
さ
い
。
 

（
案
内
書
・
送
料
は
無
料
）
 

〒
一
八
六
 
東
京
都
国
立
市
富
 

士
見
台
ニ
ー
三
六
 

N
H
K
学
園
案
内
係
 

n
〇
四
二
五
⑩
三
一
五
一
 

昭和57年（1982年） 2 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （512号） ⑥ 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ ろ 

3 カ月児 
昭和56年10月
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